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服に付着した油性汚れのエイジングK.よる洗浄性の変化

山大教育　○杉原黎子

島大教育　　安藤久子　　　　藤谷　健

報までは,被服に付着した油性汚れ（とくに皮脂汚れ）の洗浄性が,経日的に

変化するかについて, is:脂汚れのモデル物質としてラードを用いて検討した。

綿布ifよびポリエステル布に塗布したラードは，エイジングによってほぽ同様

されるが.その洗浄性の変化Id ,二つの繊維間で全く異なることが分かった。

の原因を見出したいと考え，若干の基礎的な実験を試みた。

性汚れとして，ラード，ラードから不けん化物を除去して得られた混合脂肪酸

合脂肪酸）,ト＼) パルミチンとトリオレインの混合物，パルミチン酸とオレイ

物を用いた。/0×9 cm"の試験布に, ／枚当たり0.0｡２～∂。／gの油をベンゼV 溶

布し, so゜Cの電気定温器中でエイジングを行った。々*･ ,ラード訟よびラード

以外の汚染布は，エイジングに先立って, so゜C（7∂゜C )でぷ分間の熱処理をし

ンダ後の汚染布は，振ｉ機を用い，邨･ＣのL A S ∂・｡296溶旅中で/0分間洗浄した。

染布に残留した油性物質の定量は, G L C （固定相：D E G S ) によっIt. o

布帛上のラードの洗浄性は，既報と同様，綿布ではエイジングによi低下し，

ル布ではやや増加した。一方，ラード混合脂肪酸では, a種の試験布に軸ける

化はほぼ同様で，エイジングによi>低下した。　　②トリオレイン共存下のトリ

, オレイン酸共存下のパルミチン酸の洗浄効率は，綿布では出イジンダによむ

たがポリエステル布では増加した。　　③油性物質相互の洗浄性を比較すると，

べてラード混合脂肪酸，ト') グリ-t 1)ドに比べて脂肪酸の方が高かっ牝。
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